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動画像を多用 した教材の 開発 とイン トラ ネッ トへ の 応用
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〔概要〕情報教育 におけ る講義課 目で は 、従来は図表等を用 い て 教育を行 っ て きたが 、 時

系列的な動作 を説明する に は 分か りに くい こ とが多か っ た 。
こ の よ うな場合に は動画像 を

用い た教材 を使用 する こ とで 学生 の 理解が深 まる 。 本研究で は、教材の 作成だ けで な く、

こ れ を用 い る際の 活用 方法 につ い て も考察す る 。
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1． は じめに

　情報関達 の 課 目を講義す る 際 に は 、 時系

列的 な動作 を 、 順 を追 っ て 説明 しなけれ ば

な ら ない 場合があ る 。 特 に 実際に物 を見せ

る こ とが で きない CPU の 内部動作や コ ン

ピュ
ー タ機能の 説明 な どは 、 学生 に と っ て

抽 象的で あ り、頭 の 中 に イメ
ー ジ を作 り出

づ こ とが 難 し く、 理解す る こ とが 困難 な こ

とが 多い
。

こ の よ うな場 合 、 従来 で は 図表

等 を用い て授業 を行 っ て 来た が 、
コ ン ピ ュ

ー
タ内部 で の 動作 を動 画像 を用い て 示す よ

うな教材 を作成 して 授 業に利用 する こ とに

よっ て
、 動作の 順序等 を含 め て 学生 の 目に

み える形で 示す こ とがで きる の で 、学生 の

理解が深 まる と考え られ る 。

　以前か ら、動画像の 教材 と して は ビデ オ

教材が市販 され て い る が 、
ビデ オの 記録内

容 と実際の 授業 の 内容 との
一致が 難 しい た

め利用 しに くい 面が あ っ た 。

　本研究で は 、情報処理 関連講義科目の 授

業の 中で 利用 する動画像 教材の 作成 と利 用 、

お よびイ ン トラ ネ ッ トを用い た活用に つ い

て考察 した 。

2 。教材の 作成

　　今回作成 した 教材 は 、 次の よ うな 内容

　を対象 と して 作成 した 。

　1）「半加算回路」

　　　本学社 会情報学部社 会情 報学科の 1

　　年次 生 を対象 とする 1コ ン ピ ュ
ー タ概

　　論」で 取 り扱 う i論理演算回路」の 半

　　加算回路 を説明す る際に用い
、 論理演

　　算 の 概要や真理値表 、
ベ ン 図な どを講

　　義 した後、半加算回路 にお け る入力 と

　　出力との 関係 を理解 させ る もの と した 。
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2 ）「パ ル ス コ
ー ド変換」

　　2 年次生 を対象 と した 「コ ン ピュ
ー

　タシス テ ム 論」で 取 り上げる 、 アナ ロ

　グ信号か らデ ジタル 信号へ の 変換 処理

で ある 「パ ル ス コ
ー

ド変換」の 講義で

用い る 。
こ こ で は

、 元 の ア ナ ロ グ波形

に対 してサ ン プリン グ、量子 化 、 符号

化の 方法 につ い て 順 を追 っ て 解説 して

　い る 。

3 ．利用方法

　以 上 の よ うに作成 した動画像教材 は 、数

分程度の 短い 時間に ま とめ て い る 。
こ れ ら

の 教材の 利用 方法 として は以下 の よ うな方

法が 考え られ る。

　 1）VTR に録画 して 使用する 。

　　　　講義科 目は
一

般教室で の 授 業 と な

　　　る た め 、
コ ン ピ ュ

ー
タ を利用 す る こ

　　　 とがで きない た め 、 VTR へ 録画 し

　　　て 利 用 する 。 口 頭で の 説明 と動画像

　　　 との 併用 とな る 。

　 2 ）CD − ROM 化 して 利用 する 。

　　　　小 さな動画 像教材 も複数集 まる と

　　　膨大な容量 を必要 とする ように なる

　　　が 、 CD − ROM 化 に よっ て こ の 問

　　　題 を解消す る こ とがで きる 。

　　　　 こ の 場合 に は
、 説明 もナ レー シ ョ

ン の 形で作成する こ と にな り、 作成

者の 負担が 大 き くなる 。

3 ）イ ン トラ ネ ッ トで の 利用 。

　　　CD − ROM 化の 場合 、 内容の 追

　　加 ・修正 に対 して迅 速に対 処する こ

　　とが で きない
。

　　　イ ン トラ ネ ッ トを利用する こ とに

　　よ っ て 、内容 の 追加 ・修正 へ の 対応

　　が容易 となる 。

4 ．おわ りに

　今回は、講義科 目の 授 業で の 利用 を前提

と した 動画像教材の 作 成 を行 っ た 。 実際の

授業で の 利用 で は設備環境 な どの 点 か ら、

VTR で の 利 用が 中心 と な っ た が 、こ れ ら

の 教材数が 増 えて くれ ば 、 イ ン トラ ネ ッ ト

を用 い た 自習教材へ の 活用 も十分 に考 え ら

れ る 。

　今後は 、情報関連授 業 で の 利 用 に とどま

らず 、 その 他 の 分野 の 授 業で の利用 に つ い

て も拡 大 して い きたい と考えて い る 。
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